
 
 
 
 
 
                         

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.21 

おおはし  しんかわおおはし

とびうお大橋（新川大橋） 

▼一般図  

▼橋梁諸元  

   工 事 名：浜松環状線橋梁整備（一般）工事（新川大橋 上部工 第 1.2.3.4 工区） 

   発 注 者：静岡県浜松土木事務所 

   設 計 者：㈱オリエンタルコンサルタンツ 

   路 線 名：浜松環状線 

   位  置：静岡県浜松市 

   道路規格：第 4 種 第 1 級 

   形  式：5 径間連続ＰＣエクストラドーズド箱桁橋 

   荷  重：Ｂ活荷重 

   橋  長：386.00ｍ（38.5+45.0+90.0+130.0+80.5ｍ） 

   有効幅員：車道部：7.25ｍ×２、歩道部：3.00ｍ×２ 

   ＰＣ鋼材：内ｹｰﾌﾞﾙ    SWPR7B 12S12.7B (フレシネー工法) 

                SBPR 930/1180 φ32 (ディビダーク工法) 

        斜材      SWPR7B 37S15.2B (ディビダーク工法) 

        床版横締め鋼材 SWPR19 1S28.6 (ＳＭ工法) 

        横桁横締め鋼材 SWPR7B 12S15.2B (フレシネー工法) 

        鉛直鋼材    SBPR 930/1180 φ32 (ディビダーク工法) 

 とびうお大橋（新川大橋）は、主要地方道：浜松環状線が二級河川 新川を

横過する位置に架橋された 5 径間連続ＰＣエクストラドーズド箱桁橋です。 

 斜材は、1 段が 37Ｓ15 の 2 列配置で構成され、主塔部で左右張力差を吸収

できるサドル構造が採用されています。 

 免震支承（ＬＲＢ）を用いた反力分散設計となっており、クリープ終了時

までの変形が大きい支承には、後ひずみ調整工が採用されています。 
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▼工程表  

▼構造概要  

１）斜材 

・ 斜材１段の構成は 37S15 の 2 列配置で、主塔部で左右張力差を吸収できるサドル構造が採用されています。 

・ 主塔サドル部および主桁側の斜材定着部（3 室箱桁の中央箱桁部で突起定着）は、FEM 解析にて、補強方法を

決定されています。 

・ 斜材にはエポキシＰＣ鋼より線が使用され、防錆方法は、HDPE（高密度ポリエチレン）保護管にグラウト注

入を施しています。 

 

２）反力分散設計 

・ 免震支承（ＬＲＢ）を用いた反力分散設計となっていて、Ｐ２およびＰ３橋脚上は、国内最大級の反力：25,000kN

支承が 4 基配置されています。 

・ クリープ終了時までの変形が大きい支承（A1，A2 橋台および P1 橋脚）には、後ひずみ調整工が採用されてい

て、経済的な支承形状が設定されています。 

第１工区 第２工区 第３工区 第４工区 
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発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


